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茨 城 全 県 版

2 0 2 4  年 （ 令 和  6  年 ）

1 1 3月 日

（ 土 曜 日 ）

　
常 総 市 は 、 ２ ０ ２ ４ 年 度

入 札 参 加 資 格 審 査 申 請 の 追加 受 付 を 実 施 す る 。 受 付 期間 は ２ 月 １ 日 か ら

2 9日 ま で

（ 消 印 有 効 ）  。 受 付 方 法 は 、県 内  ・  県 外 業 者 は 郵 便 の み 、市 内 業 者 に 限 り 持 参 に よ る受 付 も 可 能 。 有 効 期 間 は

2 4

年 ４ 月 １ 日 ～

2 5年 ３ 月

3 1日

ま で 。　
建 設 工 事 、 測 量 ・ 建 設 コ

ン サ ル タ ン ト 、 物 品 納 入 ・役 務 の 提 供 等 の す べ て の 業種 が 対 象 と な る 。　
提 出 書 類 は 、 資 格 審 査 処

理 表 以 外 は 番 号 順 に 並 べ 、ク リ ア フ ァ イ ル ま た は クリ ッ プ 留 め 等 に よ り 散 逸 しな い よ う 提 出 す る 。　
郵 便 に よ る 申 請 は 、 レ

タ ー パ ッ ク ま た は 簡 易 書 留等 の 発 着 記 録 が 追 跡 で き る信 書 便 で 受 け 付 け る 。 持 参の 場 合 、 受 付 時 間 は ８ 時

3 0

分 か ら

1 7時

1 5分 ま で 。

　
受 付 、 問 い 合 わ せ は 資 産

活 用 課 （ Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ７

－

2 3

－ ２ ９ ０ ２ ） ま で 。

　
つ く ば み ら い 市 は 、 ２ ０

２ ３ ・

2 4年 度 に 市 が 発 注 す

る 建 設 工 事 、 業 務 委 託 およ び 物 品 納 入 等 の 競 争 入札 に 参 加 を 希 望 す る 者 に対 し 、 入 札 参 加 資 格 審 査の 追 加 受 付 を 行 う 。 受 付期 間 は ２ 月 １ 日 か ら

1 5日

ま で 。 提 出 方 法 は 郵 送 のみ （ 受 付 期 間 内 消 印 有 効 ）  。

�

　
申 請 区 分 は ◆ 建 設 工 事 ◆

測 量 ・ 建 設 コ ン サ ル タ ン ト◆ 物 品 納 入 ・ 役 務 の 提 供 等の ３ 業 種 。 登 録 期 間 は

2 4年

４ 月 １ 日 か ら

2 5年 ３ 月

3 1日

ま で 。　
申 請 は 、 Ａ ４ 版 フ ォ ル ダ

の 中 に 紐 綴 じ し た 申 請 書 類一 式 お よ び Ｐ Ｄ Ｆ 形 式 で ＣＤ

－ Ｒ に 保 存 し た も の を 提

出 。 Ｐ Ｄ Ｆ は ス キ ャ ナ で 読み 込 ん だ も の で も 可 。 受 付票 が 必 要 な 場 合 は 、 返 信 用は が き 又 は 返 信 用 封 筒 を 切手 貼 付 の 上 同 封 す る こ と 。　
問 い 合 わ せ は 財 政 課 契 約

検 査 係 （ Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ７

－

5 8

－ ２ １ １ １ ） ま で 。

（ ひ た ち 海 浜 公 園 ）  、 県 営 公園 （ 偕 楽 園 外

2 0公 園 ）  、 市

町 村 管 理 公 園 に 区 分 す る こと が で き ま す 。 そ れ ぞ れ 設置 目 的 、 規 模 、 施 設 内 容 、利 用 者 層 は 様 々 で す 。　
工 事 担 当 者 の 立 場 か ら す

る と 、 公 園 の 整 備 は 一 般 的な 公 園 施 設 （ 遊 具 等 ） 工 事の ほ か 、  土 工 事 、  道 路 工 事 、建 築 工 事 、 水 道 工 事 、 下 水道 工 事 、 電 気 工 事 、 植 栽 工事 な ど 、 多 岐 に わ た る 工 種を 経 験 で き る チ ャ ン ス だ と思 い ま す 。 私 も た く さ ん の

公 園 整 備 に 携 わ り ま し たが 、 特 に 力 を 入 れ て い た 公園 が あ り ま す 。　
ま ず は 大 子 広 域 公 園 。 平

成 ４ 年 度 、 私 は 当 時 の 大 子土 木 事 務 所 に 赴 任 し 、 造 成工 事 が 完 了 し た 大 子 広 域 公園 の 工 事 担 当 と な り ま した 。  当 初 は 多 目 的 運 動 広 場 、テ ニ ス コ ー ト な ど の 施 設 整備 を 進 め 、 平 成 ６ 年 ６ 月 に一 部 開 園 を 迎 え ま し た 。 加え て 、 斜 面 利 用 型 ア ス レチ ッ ク の 設 計 ・ 工 事 を 担 当し つ つ 、 フ ォ レ ス パ 大 子 の

具 体 化 や オ ー ト キ ャ ン プ 場の 構 想 に つ い て 、 本 庁 と 協議 し て い た の も こ の 時 期 です 。　
平 成 ８ 年 度 に は 、 定 期 異

動 に 伴 い 公 園 街 路 課 へ 。 大子 広 域 公 園 の 担 当 と な り 、建 築 工 事 を 担 当 す る 営 繕 課と 連 携 の も と フ ォ レ ス パ 大子 の 整 備 に 努 め 、 平 成

1 0年

７ 月 に オ ー プ ン を 迎 え ま した 。 オ ー ト キ ャ ン プ 場 に は構 想 当 初 か ら 携 わ っ て い たた め 、 日 本 オ ー ト キ ャ ン プ協 会 主 催 の 研 修 に 参 加 し たり 、 親 子 ４ 人 で 北 は 北 海 道か ら 南 は 四 国 ま で 、 オ ー トキ ャ ン プ 場 巡 り を し た こ とは 、  今 で も 良 い 思 い 出 で す 。　
オ ー ト キ ャ ン プ 協 会 の 職

員 か ら は 、 セ キ ュ リ テ ィ とラ ン ニ ン グ コ ス ト の 観 点 から お 風 呂 は 設 置 す る べ き では な い と ア ド バ イ ス さ れ て

　
茨 城 県 は 、 積 極 的 に 公 園

整 備 を 進 め て き た と 思 い ます 。 私 が 県 職 員 に 採 用 さ れた 昭 和

4 6年 当 時 、 天 下 の 名

園 「 偕 楽 園 」  、  「 弘 道 館 」 は　
私 は 平 成

2 7年 度 か ら

2 8年

度 ま で の ２ 年 間 、 公 園 街 路課 長 を 務 め ま し た 。 公 園 街路 課 へ の 配 属 は 、 こ の 時 ４度 目 。 そ れ ま で の 経 験 を 活か し な が ら 、 公 園 整 備 に 力を 尽 く し て い ま し た 。　
県 内 の 都 市 公 園 は 、 管 理

者 の 違 い に よ り 国 営 公 園

の ふ れ あ い を 楽 し む こ と がで き ま す 。 サ ッ カ ー 、 ラ グビ ー 、 野 球 が で き る 多 目 的運 動 公 園 も 併 設 さ れ て お りま す 。 隣 接 す る 筑 西 幹 線 道路 の 整 備 に 伴 い 、 よ り 利 用し や す い 公 園 と な る で し ょう 。　
ま た 、 同 年 に は 「 笠 間 芸

術 の 森 公 園 」 も 開 園 と な りま し た 。 伝 統 工 芸 と 新 し い造 形 美 術 を テ ー マ と し た 公園 で す 。  陶 芸 美 術 館 の ほ か 、陶 炎 祭 が 行 わ れ る イ ベ ン ト広 場 や 陶 の 杜 な ど が あ り ます 。 私 が 水 戸 土 木 事 務 所 長

の 整 備 が 急 ピ ッ チ で進 め ら れ て お り ま した 。　
そ の 後 、 昭 和

5 5年

に 鹿 島 港 を 一 望 で きる

5 2ｍ の 展 望 塔 が あ

る 「 港 公 園 」 が 、 翌年 に は 研 究 学 園 都 市に ふ さ わ し い 「 洞 峰公 園 」 が 続 け て 開 園さ れ ま し た 。  こ の 頃 、砂 沼 の 地 形 や 自 然 を生 か し た 「 砂 沼 広 域公 園 」 も 開 園 と な り

ま し た 。 当 時 、 私 は 石 下 土木 事 務 所 に お り 、 ア ク セ ス道 路 の 整 備 を 含 め 、 こ の 公園 に 関 わ っ て お り ま し た 。プ ー ル が あ っ た の で 、 夏 には 子 ど も を 連 れ て 利 用 さ せて も ら っ て い ま し た 。　
平 成 に 入 り 、 平 成 ４ 年

に 「 県 西 総 合 公 園 」 が 整 備さ れ ま し た 。 豊 か な 水 と 緑に 包 ま れ 、 四 季 を 通 じ て 広大 な 空 間 を 利 用 し 、 自 然 と

の 時 、 設 計 ・施 工 一 括 発 注方 式 に よ り 事業 者 を 決 定 して 整 備 し た あそ び の 杜 な ども あ り ま す 。　
平 成 ６ 年 に

は 、 奥 久 慈 地区 の 豊 か な 自然 環 境 や 温 泉資 源 を 活 かし 、 県 北 地 区の ス ポ ー ツ レク リ エ ー シ ョン の 拠 点 と して 「 大 子 広 域

公 園 」 が 整 備 さ れ ま し た 。温 泉 プ ー ル 「 フ ォ レ ス パ 大子 」  や オ ー ト キ ャ ン プ 場  「 グリ ン ヴ ィ ラ 」 な ど の 施 設 があ り ま す 。 私 は 道 路 建 設 課の 立 場 で 、 関 連 道 路 の 整 備に 関 わ っ て お り ま し た 。 国道 １ １ ８ 号 袋 田 バ イ パ ス の供 用 に よ り 、 な お 一 層 魅 力的 な 公 園 に な る と 思 い ます 。　
「 鹿 島 灘 海 浜 公 園 」 が 暫

定 開 園 と な っ た の は 、 平 成
1 2年 で す 。 鹿 島 灘 ス ポ ー ツ

リ ゾ ー ト 基 地 と し て 整 備 が進 め ら れ て お り ま す 。 ボ ー

　
ま た 、 茨 城 の 名 園 で あ る

偕 楽 園 に つ い て で す が 、 この 公 園 は 斉 昭 公 以 来 の 本 園と 、 常 磐 線 南 側 の 湿 田 を 造成 し た 拡 張 部 に 区 分 け さ れま す 。 拡 張 部 に は 、 平 成 ８年 度 に 偕 楽 園 公 園 セ ン タ ーが 完 成 し 、 本 園 で は 、 平 成
2 6年 度 に 見 晴 亭 が オ ー プ ン

し ま し た 。 電 線 の 地 中 埋 設で さ え 簡 単 で は な い こ と を知 る 立 場 と し て 、 当 時 担 当さ れ た 方 の 苦 労 が 偲 ば れ ます 。　
水 戸 市 で は 、 レ イ ク サ イ

ド ボ ウ ル 跡 地 に 駐 車 場 を 整備 し て お り 、 駐 車 場 跡 地 には Ｐ ａ ｒ ｋ

－ Ｐ Ｆ Ｉ を 活 用

し た カ フ ェ ・ レ ス ト ラ ン など を 計 画 し て い ま す 。 こ れら の 新 し い 施 設 と の 連 携 を強 化 し 、 そ の 魅 力 を 広 く 世界 に 発 信 し て 、 偕 楽 園 が 観光 拠 点 と し て さ ら に 発 展 する こ と を 期 待 し て い ま す 。　
公 園 の 整 備 に 完 成 形 は あ

り ま せ ん 。 常 に 将 来 を 見 据え 、  変 化 し て い く も の で す 。時 代 の ニ ー ズ に 対 し て ア ンテ ナ を 高 く し 、 多 様 な 意 見を 取 り 入 れ つ つ 、 整 備 を 進め る こ と が 大 切 だ と 思 い ます 。

�

（ 島 津 就 子 ）

広 域 公 園 で す 。 当 初 は 大 規模 リ ゾ ー ト 施 設 と し て 計 画さ れ ま し た 。 現 在 ま で に
2 0・ ６

�

h aが 開 園 し 、 海 浜

部 に は ボ ー ド ウ ォ ー ク 、 台地 部 に は 休 憩 棟 や 売 店 ・ レス ト ラ ン 、 広 場 が 設 置 さ れて い ま す 。　
当 時 は 民 有 地 の 用 地 買 収

が 滞 り 、 細 々 と 海 浜 部 （ 国有 地 ） の 整 備 を 進 め て い まし た が 、 そ の 後 は 台 地 部 の用 地 取 得 の 進 展 と と も に 、地 元 で あ る 鉾 田 市 と の 連 携協 力 の も と 、 施 設 整 備 ・ 運営 が 本 格 化 。 今 で は 地 域 に根 ざ し た 公 園 と し て 、 賑 わい を 見 せ て い ま す 。 携 わ った 多 く の 方 々 の 、 長 年 の 労苦 が 実 を 結 ん だ 現 在 の 姿に 、 継 続 の 力 を 感 じ ず に はい ら れ ま せ ん 。　
国 道

5 1号 に 隣 接 し 、 す ぐ

そ ば に は 大 竹 海 岸 が あ る この 立 地 は 、 観 光 地 と し て 飛躍 す る 可 能 性 を 大 い に 秘 めて い る と 思 い ま す 。 こ う した ポ テ ン シ ャ ル そ の も のが 、 こ の 公 園 に と っ て の 財産 で あ る よ う に 思 い ま す 。道 の 駅 な ど も 視 野 に 入 れ 、今 後 も 整 備 が 進 む こ と に 期待 し た い と 思 い ま す 。

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 総 括 技 監  ・  部 長 編 ①

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

藤 田

　
幹 雄 （ ふ じ た

　
み き お ）

１ ９ ５ ７ 年

1 2月

2 8日 生 ま れ 。

6 6歳 。 入 庁 時 期 は

8 0年 、 道 路 維 持 課 に 配 属 。 そ の 後 は 、 企 画 部 沿
線 整 備 調 整 室 長 、 公 園 街 路 課 長 な ど を 経 て 、 ２０ １ ８ 年 ３ 月 に 技 監 兼 検 査 指 導 課 長 で 定 年 を 迎え た 。 現 在 は コ ス モ 工 機 ㈱ に 勤 め て い る 。

鹿 島 灘海 浜 公 園

 観 光 地 へ 一 層 飛 躍

い ま し た が 、 水 辺 空 間 の 無い 立 地 に お い て は 温 泉 の 活用 が キ ャ ン プ 場 の 売 り に なる の で は 、 と 主 張 し た 記 憶が あ り ま す 。 実 際 に は 、 想像 以 上 の 立 派 な 温 泉 施 設 が完 成 し 、 多 く の お 客 様 か ら好 評 を 博 し て い る よ う で 、嬉 し い 限 り で す 。　
オ ー ト キ ャ ン プ 場 『 グ リ

ン ヴ ィ ラ 』 は 平 成

1 4年 の

オ ー プ ン 以 来 、 充 実 し た 設備 と 徹 底 し た ホ ス ピ タ リテ ィ で 日 本 オ ー ト キ ャ ン プ協 会 か ら 最 高 ラ ン ク の 五 つ星 に 認 定 さ れ 、 予 約 困 難 なキ ャ ン プ 場 と し て 名 を 馳 せて い ま す 。　
平 成 ８ 年 頃 、 公 園 街 路 課

で 鹿 島 灘 海 浜 公 園 も 担 当 しま し た 。 鹿 島 灘 ス ポ ー ツ ・リ ゾ ー ト 基 地 構 想 の 中 核 基地 と し て 位 置 づ け ら れ て いる 、 計 画 面 積

7 6・ ２

�

h aの

茨 城 県 の 魅 力 を 向 上 さ せ る 公 園 整 備 に つ い て

元 県 土 木 部 長 元 土 木 部 技 監 兼 検 査 指 導 課 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 公 園 街 路 課 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 藤 田 幹 雄 氏×

も ち ろ ん の こ と 、  「 堀 原 運動 公 園 」  、  「 大 洗 公 園 」 が すで に 開 園 し て お り ま し た 。さ ら に 、 昭 和

4 9年 の 茨 城 国

体 に 向 け て  「 笠 松 運 動 公 園 」

天 下 の 偕 楽 園 、  世 界 一 に 整 備

　
明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 皆 様 に と り ま

し て 良 い 年 で あ り ま す よ う お 祈 り 申 し 上 げ ま す 。 年の 初 め に 、  ま ず 公 園 整 備 の お 話 を し た い と 思 い ま す 。ま ち づ く り に な く て は な ら な い の が 公 園 で す 。 公 園は 、  広 域 公 園 、  総 合 公 園 、  地 区 公 園 、  運 動 公 園 な ど 、大 き さ や 目 的 に よ っ て た く さ ん の 種 類 に 分 け ら れ ます 。 公 園 が 整 備 さ れ る こ と に よ り 、  地 域 は も ち ろ ん 、茨 城 県 の 魅 力 が 大 幅 に 向 上 す る の で す 。�

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

ド ウ ォ ー ク 、 ピ ク ニ ッ ク 広場 、 展 望 デ ッ キ が あ り 、 休憩 棟 で は 地 元 の 野 菜 や ハ マグ リ の 販 売 な ど も 行 わ れ てい ま す 。  私 は 土 木 部 長 の 時 、議 会 答 弁 し て お り 、 特 別 な思 い が あ る 公 園 で す 。 東 関道 の 整 備 が 進 め ら れ て おり 、  近 々 全 線 供 用 さ れ ま す 。首 都 圏 か ら の お 客 様 が な お一 層 増 え る こ と が 期 待 さ れま す 。　
昭 和

4 6年 当 時 、  「 偕 楽 園 」

は 本 園 の み の 供 用 で あ り 、拡 張 部 の 用 地 買 収 を 行 っ てお り ま し た 。 あ た り 一 面 湿田 だ っ た こ と を 覚 え て お りま す 。 そ の 湿 田 が 立 派 に 整備 さ れ 、 今 で は セ ン ト ラ ルパ ー ク に 次 ぐ 広 さ を 持 つ都 市 公 園 に な っ て お り ます 。 ど う し た ら 世 界 一 に な

れ る か 検 討 な ど も し た の です 。 水 戸 土 木 事 務 所 長 時 代に は 、 特 に 本 園 の 修 景 に 気を つ か っ て 整 備 を 進 め ま した 。 梅 の 古 木 の 手 入 れ は 、３ 年 間 程 度 は 同 じ 手 で 行 った ほ う が 良 い の で は と い う意 見 が あ り 、 試 行 的 に そ のよ う な 発 注 を 行 っ た り も しま し た 。　
歴 史 館 と よ り 連 携 で き る

よ う 、 県 道 水 戸 岩 間 線 の 下に 、 人 道 の ボ ッ ク ス カ ルバ ー ト 隧 道 を 設 置 し ま した 。 交 通 止 め を し な い で 、切 り 回 し を し な が ら 苦 労 して 整 備 し た の が 思 い 出 さ れま す 。 沢 渡 川 か ら の 水 対 策な ど も 実 施 し ま し た 。 天 下の 偕 楽 園 を 、 よ り 素 晴 ら しい 公 園 に し よ う と 頑 張 っ た２ 年 間 で し た 。

　
茨 城 県 で は 、 一 生

懸 命 に 公 園 整 備 を 進め て き た と 思 い ます 。 茨 城 県 の 魅 力 づく り に な く て は な らな い 整 備 だ っ た と思 っ て お り ま す 。　
造 園 業 の 皆 様 は じ

め 、 関 係 さ れ た 方 々の 技 術 力 と ご 苦 労 があ っ た か ら こ そ 、 たく さ ん の す ば ら し い公 園 が で き た の だ と思 い ま す 。 深 く 感 謝い た し ま す 。
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造 園  ・  土 木  ・  景 観 舗 装  ・  設 計  ・  施 工  ・  管 理緑 地 企 画 株 式 会 社
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 猪 　  瀬 　  清 　  次茨 城 県 水 戸 市 常 磐 町 一

－

一

－

四 〇

Ｔ Ｅ Ｌ 〇 二 九
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二 二 四
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造 園 土 木  ・  一 般 土 木  ・  と び 土 工  ・  法 面 処 理  ・  設 計 施 工 管 理

代 表 取 締 役

 庄

　 司

　 憲

　 生

茨 城 県 水 戸 市 酒 門 町 三 二 一 八

－

一

Ｔ Ｅ Ｌ 〇 二 九

－

二 四 八

－

〇 〇 八 一

Ｆ Ａ Ｘ 〇 二 九

－

二 四 六

－
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造 園 設 計 施 工 管 理常 磐 造 園 株 式 会 社
代 表 取 締 役

 田

　 中

　 資

　 康

茨 城 県 水 戸 市 石 川 二

－

四 〇 七 四

－

八

Ｔ Ｅ Ｌ 〇 二 九

－

二 五 三

－

四 一 二 八

Ｆ Ａ Ｘ 〇 二 九

－

二 五 七

－

三 七 七 五

〒 3 1 0 － 0 9 0 5

〜 緑 豊 か な 潤 い あ る 都 市 を 創 造 す る 〜
C hi k ut ei

代 表 取 締 役

 小 松

﨑

　 茂

茨 城 県 鹿 嶋 市 宮 中 一 九 九 二

－

一

Ｔ Ｅ Ｌ 〇 二 九 九

－

八 二

－

二 〇 四 五

Ｆ Ａ Ｘ 〇 二 九 九

－

八 二

－

二 三 一 五

〒 3 1 4 － 0 0 3 1

真 心 と 緑 の 国 づ く り鹿 島 庭 園 株 式 会 社
造 園 ・ 土 木 ・ 舗 装 ・ 管 工 事代 表 取 締 役

 廣

　 瀬

　 　 　

太

茨 城 県 土 浦 市 大 岩 田 五 三 四Ｔ Ｅ Ｌ 〇 二 九

－

八 二 一

－

三 七 〇 八

Ｆ Ａ Ｘ 〇 二 九

－

八 二 三

－

〇 六 六 九

〒 3 0 0 － 0 8 3 5

第 一

造
園 土

木
株 式 会 社

造 園 緑 化 事 業 を 推 進 し

み ど り 豊 か な 潤 い の あ る 環 境 を 創 出 し ま す

造 園 緑 化 事 業 を 推 進 し

み ど り 豊 か な 潤 い の あ る 環 境 を 創 出 し ま す

２ 月

か
　

　
ら 追 加 受 付

工 事 等 参 加 申 請追 加 受 付 ２ 月

か
　

　
ら

工 事 、  業 務 委 託 等

《 常 総 市 》

《 つ く ば み ら い 市 》

電 子 版 購 読 の
お 申 し 込 み は

0 2 9- 2 9 1- 8 8 5 5

※ 新 聞 購 読 者 様 に 限 り
　 お 申 し 込 み い た だ け ま す


